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わ
た
ニ
ュ
ー
ス

今
月
の
予
定

○
十
二
月
二
日
（
木
）
午
前

八
南
小
マ
ラ
ソ
ン
大
会

於

八
南
小
学
校
周
辺

○
十
二
月
二
十
三
日
（
木
）
午
後

や
わ
た
サ
ロ
ン

（
初
冬
の
健
康
講
座
）

○
十
二
月
二
十
八
日
（
火
）
夜

年
末
夜
警

於

火
の
見
櫓

○
十
二
月
三
十
日
（
木
）
午
後

年
越
大
祓
式

於

八
幡
宮

○
十
二
月
三
十
一
日
（
金
）
深
夜

除
夜
祭

於

八
幡
宮

○
一
月
一
日
（
土
）
午
前
八
時
～

歳
旦
祭

○
一
月
八
日
（
土
）
午
前
九
時
半
～

豊
川
市
消
防
出
初
式

場
所
：
陸
上
自
衛
隊
グ
ラ
ン
ド

○
一
月
九
日
（
日
）
午
前
九
時
半
～

新
成
人
祈
願
祭

本
紙
面
の
問
い
合
わ
せ
は
、
や
わ
た
町
民
館
ま
で
。

町
内
会

三
役

11/3 脱穀作業の様子

新
嘗
祭

十
一
月
二
十
三
日
（
火
）
、
八
幡

宮
で
新
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
最
小
限
の
関
係

者
で
式
典
を
施
行
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ

た
新
し
い
穀
物
を
氏
神
様
に
お
供
え

し
、
玉
串
奉
奠
等
を
行
い
、
五
穀
豊

穣
と
町
内
会
の
繁
栄
等
を
祈
願
し
ま

し
た
。

「
な
ご
み
の
会
」
活
動
状
況

八
幡
駅
前

花
や
樹
木
で
彩
り
を

八
幡
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
中
心
部

の
花
壇
化
に
備
え
、
十
一
月
七
日

（
日
）
に
発
起
人
有
志
で
レ
ン
ガ
を

敷
設
し
て
、
花
壇
内
に
歩
道
を
作
り

ま
し
た
。

十
一
月
二
十
日
（
土
）
に
、
発
起
人

有
志
、
町
内
会
有
志
と
市
職
員
の
有

志
の
方
々
約
六
十
名
で
、
花
壇
に
花

や
樹
木
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

（
パ
ン
ジ
ー
、
葉
ボ
タ
ン
、
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
な
ど
約
千
五
百
鉢
を
植
え
付

け
ま
し
た
。
）

八
幡
区
長
の
尾
浦
さ
ん
は
、
「
花

壇
を
手
入
れ
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
サ
ロ
ン

お
餅
の
配
付

十
一
月
二
十
三
日
（
火
）
、
八
幡

宮
の
新
嘗
祭
に
合
わ
せ
て
、
八
幡
サ

ロ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

十
月
十
日
の
稲
刈
り
後
、
脱
穀
作

業
、
籾
す
り
作
業
（
萩
町
の
専
門
業

者
）
、
精
米
作
業
（
の
だ
や
）
を
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
八
幡
地
域
福
祉
会
と
白

鳳
会
協
賛
（
子
ど
も
会
の
方
も
参

加
）
で
お
餅
を
作
り
、
十
一
時
四
十

五
分
よ
り
お
餅
の
配
付
を
八
幡
宮
境

内
で
行
い
ま
し
た
。

約
百
後
十
名
近
く
の
子
ど
も
達
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、
お
餅
セ
ッ
ト

を
お
配
り
し
ま
し
た
。

11/7 歩道作りの様子

植え付け前の花の苗


